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第 1 回草津市地球温暖化対策推進本部幹事会 （R6.7.11 開催）での主な意見および対応 

No 意見、指摘事項 回答、対応方針 

●次第１ 令和５年度草津市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の実績について 資料１ 

１ 草津市の CO２排出量について、部門別の減少

要因は分析しておいたほうがよいと思う 

部門別 CO２排出量は、滋賀県が県内各市町の数値

を主に統計データから主に按分して推計したも

のであるが、県から増減理由の分析結果の公表は

無い。可能な範囲で県へ確認するなど対外的に説

明できるようにしておく。 

２ 県の CO2 排出量から草津市分を推計してい

るとのことだが、県の CO2 排出量結果につ

いて、県がどう講評しているのか確認してお

いた方がよいと思う。 

県の講評を確認する。 

３ 解説において、「2021 年度は、全ての部門に

おいて前年を下回った。」とあるが、翌年度

の見通し等が続いていないので、表現を見直

してはどうかと思う。 

県からは３年度前のデータが届くため、2022 年

度以降を予測するのは困難。当該箇所は解説では

なく進捗状況の記載になるので、「2021 年度は、

全ての部門において前年を下回った。」を削除し、

タイトルを進捗状況に変更。 

●次第２ 令和５年度草津市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の取組について 資料２ 

４ 資料の単位を『ｋｇ』か『ｔ』のどちらかに

統一してはどうか。 

ご指摘のとおり『ｔ』に統一する 

●次第３ ゼロカーボンシティくさつ推進事業 令和５年度取組実績について 資料３ 

５ 地域脱炭素事業費について、何に支出したの

か分かりづらい。 

支出内訳を明記する。 

●次第４ 令和６年度草津市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の取組について 資料４ 

６ 太陽光発電設備については、ペロブスカイト

太陽電池が実用化に向け研究が進められて

いるが、こういった新技術の普及を待つとい

う考えはあるか。 

ペロブスカイト太陽電池については、近隣では積

水化学工業などで開発が進められており、本市も

昨年度視察を行った。その際の情報によると、ペ

ロブスカイト太陽電池は未だ開発途上であり、一

般に普及して価格や耐久性などが現状のシリコ

ン系太陽電池より優位になる時期は未知数で、市

の計画の目標年度である 2030 年度に間に合わな

いと考えられることから、今のところ、この新技

術の普及を待つということは考えていないが、動

向については注視していく。 

７ 公共施設への太陽光発電設備の設置につい

て、所管施設の改修・新設に伴って設置する

場合、市としての設置方針が策定されていな

いと、設置する理由・設備の規模等の根拠が

所管課に求められ、所管課の負担が大変大き

くなる。 

今後、温暖化対策室にて太陽光発電設備の設

公共施設の太陽光発電設備の導入については、昨

年度に温暖化対策室にて、既存施設へ導入する場

合の可能性調査を行ったことから、それを踏まえ

た具体的な導入指針について、本年度に庁内議論

のうえお示しする予定である。また、既存施設と

は別に、改修・新築する公共施設についても、実

行計画（事務事業編）をお示しするだけでは所管
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置方針は策定するのか。 課の負担が大きいことから、具体的な導入指針を

示すことを検討していきたい。 

８ 公用電動車の導入について、総務課所管の公

用車は、順次電動車に切り替えるべく進めて

いる所だが、それ以外の各課に配置されてい

る分はどうしていく予定か。 

今後、温暖化対策室にて方針を策定する予定

はあるか。 

総務課所管以外の各課の優先配車についても、支

障がなければ電動車への切り替えを進めていた

だきたい。 

導入に支障がある場合とは、特殊車両につき対応

する電動車が無い、充電設備の設置が困難、長距

離移動が想定される、等が考えられる。 

また、災害時の対応力確保の観点からも、全ての

公用車を電動車にするのは望ましくないと考え

ている。 

今後、各課と協議の上、温暖化対策室より具体的

な方針をお示ししたいと考えている。 

９ RE100（再生可能エネルギー100%電力）の

調達については考えていかないのか。 

まずは、地域レジリエンスの強化に資するため、

自立的にエネルギーを確保するという観点で、太

陽光発電設備の導入を優先して検討している。 

１０ 省エネ法の市長部局の目標の考え方につい

て、教育委員会部局と同様、結論のみではな

く、説明を追加してはどうか。 

ご指摘のとおり説明を追加する。 

 

 

 


